
土壤を異にした場合の亜麻の生育

（I）石灰施用の効果とN含量について

柳沢幸男・斉藤実
Yukio YANAGISAWA and Mimoru SAITO : On the Growth of Flax in Different Kinds of Soil. 

(I) Effect of Ca Supply upon the Growth and Differences 

of N Content in the Flax

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1955｛戸12月10日受迅里）

　　　　　　　　緒　　雷　　　　　つにした識榊聴阻1鼎水し、ポ。トのr，tt：＝rlrl数は

繍臆さきに畑．：焔資及び勲山の鋤卿。オ講　％木内外に嫡ように・i・鯉捌葡二つた・坐齢撫よ各

る」購のStt：v湘創・・凱，そオ・ぞオ・3ゴ繊・，麟した場　幽1に1区3〔胴伽・ついて伽溌三鞭301　・5・F－1及び7。

脅は標醗鳳る形響がプくきく，　5（同一地で剛鰍，条件　田に麟髄工織，肱物轍びN餓1：について｝…謄した・

難撒1繍轍甥’雛盟慰　　　鍬瀬
㈹・燃の階扱び月1粥測隙の収：【舶蹴蝋尉ll階　　爽測噸豫条1牛醐2張に剥つ1丘1，で舖・

について研究し，1欄・｛・は構・kに1’［・蜘」聯・が増力肱　　　鯉識酬徽」・糊榊の鰍概ilSlal（1955）

ぞ臨羅罎顎驚1僕漿欝鰯畿　　：二「諜葱邑．櫓・．蘇叢．r！騨

壌は酸性にして腐∫1鹸ζ窩む火1⊥恢：：1：であるから，これら　　　　　4　刀

の改良に石灰を施肌濾差合頒麻の螺1㍉収熱，：Ytl｛e　　5月

及びそのN含叢1：等に対す屠，難購な，ポツト賦験によつて　　　　6　刀

比較した。ここにその結果の概要を轍する。　　　　7月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　刀
　　　　　　　　材料及び方法　　　　　　　　　　　　…－一1貫“…

10．55　　　9。71　　　59。1　　韮84．9

15，23　　　　14．81　　　122，9　　　228，7

20。36　　 19．10　　　90。6　　219。6

25．82　　23．47　　　4⑪、2　　263．2

24．25　　　　24昇10　　　　76，5　　　237．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i強芽は土壌の盤及び液i灰の施用による影響はなく，各

供試踊は本学鞭のサギノ噸である・供試・罐は　区とも禰後8日ド1醗凱翻花状況及び轍ととも

上田，大鍛ぴ野辺山の鰻暢の土壌を∫目いた・畑の　に牌の実験糊ミ（L））と同噸向鰍している。醐辺山

土壌は粘土臨む礫顯土・大謝・壌は羅〔に馳暗褐　の糊・晦めて賄であつたが1　C・れレ塒辺山膿の物

色火山灰土及び聯辺山土壌は頗る腐埴に冨む黒色火山灰　　理的性質によるものと考えられるく4）。

嚢礫輸簾1嚇の播卿pHと聯1　　縮蹴棚
劃測番鮪の徹駒・H踏鰍薩1即舩　　　1開花始開糊融冬開花欄

｝・H（・C1）・・・・…　”　『圏「…．可禰砺吊1爾ぼ一．19日『『’

　　　　　　　　5．7　含む1脳馳　　　上田C・U6・7　6・96・25　18　　　上　田

　　　大X　5．0欠く　鏑　　　　　C・∬16・86・96・26　18

　　　野汕55舗含む　　　　帽・・166…7・・18
。鷹鷲認錨獄環砦炭竺ll姻一遷遷＿2L．
を1grと3gr塗与え，4月18日に播種した。試験区は3　　　　　　　C　　6・12　　6・14　7・2　　20

要素区をG区，3要素と石灰1gr施用区をCal区及び3　　　野辺J↓l　Ga　I　6・12　　6・14　7・2　　20

蘇と石灰39・施駆をC・II殴b斉区3ポ・トづ　　　C”E　6・12　6・　M　7・2　ZO
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　石灰の施用の開花に及ぼす効果は大蟻において大きく　　　鮫して多少遅れている。

そのCall区はCal区より3臨C区より5日それぞれ　　　草丈の伸長及び：ll乞物ll⑫増加にて⊃いては第1図にll耽・

囲花が早い。　しかし開花期閲は（llall区が他の2区に比　　　た。

　窺
いα7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図草丈及び就物鍛

　第1図によれば輩丈の仲長は不i灰の施用により昏区と　　ている。澗灰の効；果は上田では認められ’ltftいが，大蟻及

も多少増加している。特に野辺山においては上田及び火　　　び野辺山の戦物蹴は増加した。更に野灘肉の収穫期に於

鍵に比鮫して1帳増加が火であ？たo轍勿重の増力llは草　　ける物吻煎よ上田のそれ」：り夢い傾肉を示しでし・るa

丈と同様に上田がよく，次いで騰覗山，大鎭の順となつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　第4袈　繊維組織及び繊維に関する測建

　　　　　　　　繊維束数か
　　　　　　　5JJ24日　　6fj：L4ta　　7Ji5口

　　　　C　　　　　32．5　　　　32．0　　　31．5

上　　田　Ca正　　　34．5　　　33．5　　　32，5

　　　G・∬1355　33・033・5

　　　　c

大　察CaI
　　　CIa正

　　　　C

野辺山CaI
　　　Ca　1［

26．5　　　　27．0　　　　31．0

30．5　　　31．0　　　29，5

30．5　　　32．0　　　29．5

33．5　　　　29．0　　　　28，5

32．5　　　　31，0　　　29，5

繊維細胞数＊
5．2d』　　G．14　　　　7．行

　繊　維　歩　留　　　　単　繊維v
刻生茎　　対干茎　　　の　蟻　さ

10・・2…2・5 @1・7％　・…例　 50・・mm

9．6　　24。5　　 32．6　　　　　　　　　　　　12．8　　　　　　　30，l　　　　l　　　　　　52，1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110．5　　　　22．7　　　　32．0　　　　　12．8　　　　　　　30．7　　　　　1　　　　　　　47．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
5．3　　 15．2　　 20．9

4，8　　 工5。2　　 25，2

14．3　　　　　29．6　　　　　　　　 40，2

13．1　　　　　　　28．9　　　　　　　　　　　40．5

4・915・226・91エ4・　0　30・8　　45・3
4．9　19．5　26．8iI3．1　28．9　　　41．4
8．8　　20．2　　28．5　　　11。2　　　　　30．3　　　　　　　　44，ア

34・533・°3L514・019・730・2　1L6　30・2　　　49・8
＊i茎の中央部にっいて測定した。

　繊維組織の発達及び繊維に関する測定は第4表に示す　　　山は石灰の施用の効果が大であり，両春ともCalI区が

通りである。即ち上田はもっともよく次いで野辺山で大　　　単繊維の畏さを増加している。叉野辺山は大笹に」：bl「交し

叢は一番劣っている。束数は生育に伴つて殆んど増加し　　て石灰の効果が大きい傾向を示している。

ないが，細胞数は増加して行く。石訳の施用セこよる効果　　　　棄及び湖の翼含量にっいては第2図に承した。棄にお

は繊維組織の発逮を良好にし，繊維歩留を増加する傾向　　　けるN含量は野辺山がもつとも多く，次いで大鏡，上田

が認められる。叉繊維の品質として単繊維の長さを測定　　　のIll肱なつている。石灰の施用によつては，上田及び大

したが，上田は石灰の施用によつて殆んど影響なく，反　　　黛が岡一の傾向を添してCaτ区のN含琶が誠少L，（11a

ってCall区はその長さが械少している。大案及び野；辺　　　II区とC区は殆んど同％となつているm聾辺山ば石販の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月’n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　葉及び覇のN含燈＊　　　　＊T【，tal　NH膚＿N

施∫11m鋤rlに伴つてN含叢墨：が　妙し・（larl　12’；tra・断て　は，徽の施ll・1例力、果猷きい。

1よ大鎭より少くなつてい祝　　　　　　　　　　　　　　　　第6衷収1鋼勿調査

阻が多くなつている。L．れは大鐙が蕾を，叉野辺山は花　　　　一．一一一一一・一・－t

及鞘翻料として分析した結、職翫られる。しかし　上cs

欝潔朧講誌聡鰭鴬撫藷離；潔　田1：謡

多くなり翻花か嚇少して種子の蝋とともに増加す　大C
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（laI

　　　　第職繊部と木鄭のN含蜘・　　　議CaU

、撚鮒は徽照鋭守く灘購：辺　　圏鞘澄圃製1

．．＿．＿＿L匙占・雛査避7～・騨　　ゴ、｝「．δ馴

　　　　c

上　田CaI
　　　Ca皿

　　　　c

大　窺CaI

　　　CaI

1，467　　0．604

i．323　　0．546

1，432　　0，837

2，504　　1昌674

2，163　　1．007

i，966　　0．922

一一＿。＿＿r＿
@一．内　　　　　野

　0．648　　0，277　　　　　　　　　　辺　　CaI

O．6770．248　　山C。狂

0．917　　0．283

Cm
66。8

71．0

69，6

　　　　a

懸辺山CaI
　　　Ca皿

62．0

65．8

64．4

67，0

6ア，0

66．3

　c］ttl

55．6

59．0

58，0

　＿．1．．

54．01．6

52．01，7

52・o」1・7

49．1

51．0

50，2

　　
2，0

1．8

1，8

1。5

1．6

1，5

4．8

4，7

4．β

3．3

3．4

9．2

7．4

7，8

8．4

7．9

351711

3．79．0

3．98．9

3・　81　9・°

綴蝉1魏．
7．8

6．8

7．0

6．8

6．6

6．3

7．8

7．4

8。0

　　P
O，990

0．905

0，887

0，710

0，725

0740

　　9
0．526

0．485

0．465

2．160　　1．024

2．038　　0．789

2．113　 0．813

゜　」・

0，353

0，378

0373

0，805　0，413

0，935　0．463

0，925　0．455

0．619　0．189　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　一

1，040　0．444
　　　　　　　　　　　　　笙7表　収腱後のpHと燐酸及び石灰の含蚤

・。・5・510　．＿＿一一、璽（巡1LP3飯　…
1，019　　0．233　　　　　　　　　　　　　　　　　C

O．966α．248　　 上田CaI
O．662　　0，226　　　　　　　　　　　　　　　　　CaI［

　　　　＊乾物重に対する％，Tota！NH，i　－N　　　　　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　鐙CaI
　更に靱皮部と木質部のN含最は第5…藻に承す通りであ　　　　　　　Cal［

る。棄のN含量と同様に上田がもっとも少く，野辺山及　　t’t「…1m……　一『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oび大室は多くなつている。茎が黄変し収穫に近づくにっ

盤瑠懇瓢縞1藷灰の隙一璽翌

4・7　寓む　頗る冨む
5・2　　　含　む　　　頗る寓む

5・2　僅か含む窟む
4・O　　僅か含む　　　含　む

4・　O　　僅か含む　　　含　む

4・5　僅か含む　含む

4・　0　　　含　む　　　含　む

5・5　　　含　む　　　含　む

7・G　　　含　む　　　含　む

収穫物の調査については第6熱こ示す通りである。こ　　第懐は収穫後の・Hと燐酸及び石灰の含量を示した

れによると大体上田がよくこれに次いで野辺山で大鎭は　　　が，上田及び大鑑は播画拘のpHに比較して相当酸性に

もつとも劣つている・石灰の施用の効果セこついては上田　傾いており，石灰の施用によつても爾播価ゆ・Hより

では殆んど見られず，反つて石灰の施用童を増せば悪影　　　酸性となつている。しかし野辺山はG区は1・Hが高くな

響を及ぼすようである。しかし大箪及び野辺露について　　　つたが，石灰の施用区は低くなつている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生禰し．たものに多いのは，それら二1雌に｛雑Y｛力影いLZと

　　　　　　　　　考　　察　　　　　　に鳩咽いぐいるものと拶♪び泌・1櫛Nが捜善1の偲ミ

・fされている・　　　　　　　　の．Nが酬1．て，鰍盤の酬麟圃り加．熔G；
Ylllf！lll’lt’の螺照燃趾1馳1棚駄い・菊聯気㈹珊1　翻、，2・、，、r，カ・㈹，〕購喋の蹴くヒ醐期瞬く照，郁

の酬謙に紺翻冠獣醸は1”NrfL°～5・剛ilとし　進擁つれてll妙してそ予つた・1・）。

土壌試験の場含より藩しく酸挫に傾いていることを認め

ている。従つて本爽験に使用した土坂蛭は酸ll生であり，冶

茨の施用を必要とする。しかし上田のこ1二壇1混との施用触　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

が多・くなると繊雛の晶鷺に’響することが認められたn

火嶺及び獅辺1⊥口壊は禰灰の施♪目鉦の増加とともに，収　　　　本爽験け上田，大1及び野辺山の3地賊の出墳な用い

盈晶質に好結果をもたらし，特に大’歳は水燭疲に使川し　　　て，上田で行つた栽焙言i轍の結果で患選，，

た石灰の施職kより増〔レごもよい働囎示Lている・1　　この糊．によると，卿lllの螺似蹴．1、昧膿がもつ

　この爽騨醐内で・エi嚇の坐削又1：に適Lた榔蕪後の　ともよく，悪汲び野：1辺山の土惚よ限・酷ゐ、疎かしtt

酸度について見ると大体・H5・o～7・　oの闘でlv・り・：糊　 火級び無鯉山の土1．緊対す研1灰の施∫i剛燃及び繊

当な酸腿はpll　5・0以下に見ら’｝した・　　　　　　維の品質に冶効ぐあつた。上田の二膿はイ駅の施脳・

　叉大室及び野辺山のゴ壌は腐櫃に1’む火山灰土であり　　　くすると品質に悪影響を及々謀すご北が認められた。又本

その有効養分は一一般に窺素及び加璽がやや多く，燐酸は　　　実験の範口ll内でli：t麻生鴇に適rflの酸礎の境婦はpH5・Ol；付

極めて欠乏している（7）。従って亜麻の坐育収量について　　　近である、，

の肥料要素との関係を児ると，過腿の蜷舜ξは繊維を械じ　　　　大蟻及び跡辺山ゴ堀の為効lt：lti分の過fく足により，1臨1二

加里は主として茎の収致を増加し，燐酸の効果1よ1認めら　　　燐酸肥料を増加し窒素肥料を少くする必要があると思わ

れていない㈹。しかし繊維の質に及ぼす効果がある㈹。　　れる。

叉窒素と燐酸の酉論によつて収蚤に大ぎく影響する㈹（Wl　　　ll購三の藥のNは大窒及び野辺肉の止雛｝こ生育したもの

最大の亜麻茎の！購をあげるには少量の窒揖でよく，最　　　に多く，上田の土簾のもの1よ少かつた。このことからil．

上の品質を得るには，茎の収量なあげるに要する鰻素よ　　麻の収量及び晶質には窒葬ミ肥料の少いことが良好な結県

り少燈でよい，このよ5な亜麻の坐青反応が，：週に気象　　　をもたらすものと考えられるn

条件及び土壌条件などによつて影響される（tO）（11）㈹。　　　　叉葉のNは茎の仲長とともに増加し開花前に爵逆欝とな

　以上の研究結果から見ても，大察及び野辺山の土壌は　　　り，以後次第に減少L，たn瑚のNは闘花前に多くなり，

大体窒素が多く，燐酸が欠乏しているので（第1表及び　　　それから滅少して，叉成熱とともに増加した。

7i表参照），、上田の土壌に比較して亜麻の収蟄を1｝1筑じ，　　　　亜麻の生：育劣照i中もつともNがi要求されるのは花勢の

繊維の品質が落ちるのが当然のことと考えられる。その　　形成から開花までの閲と堀えられる。

結果大室及び野辺山の土壌には窒灘肥料を1威じて，燐酸

肥料の増加することが必要であると考えられるが，実際　　　　終りに当り，各土嬢のpHと燐酸及び満灰の含有量の

に当って増収及び品質の向上に役立かは今後の究研によ　　　測定はi当学都ニヒ棚氾料学研究霊の下川父犀放氏に御願いし

つて明かにしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　たものであり，ここに末筆ながら附灘して御礼申し上げ

　更に難麻の葉におけるN含蟄が大量取び野辺山土撫こ　　　る次第ですg
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参考丈献　　　　　　　　　　　　　Summary
（1）斉藤爽。柳沢幸男：N．作．紀．講演要旨，23㈲，　　　田his　experiment　was　carried　out　for　the　purpose　of

　　　　　　　　　　　　　334～335（1955．）　　　　　　　　　　　　　　　studying　the　effeets　of　Ga　supply　upon　the　g，　rowth　of

（2）柳沢朝．斉藤実，RI作学会第107鴎轍会に　the　flax，　a・d・1・°diffe「e・ce・。f　N　c・nt”nt　i1’it
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